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Artificial Performer の可能性 
れている1,2。この研究は、構築された即興演奏システムが実際に人間の演奏者と共演し、
共演者や聴衆から演奏者として高い評価を得るというレベルにまで達している。本稿で
はこのような研究の一つとして、T. M. BlackwellのSwarm Music（訳すとすれば、「群れ
の音楽」といったところか）を紹介したい。 
 





















ている。その試みが Swarm Music だ。以下ではそのシステムの概略を記述する。 
 


































































      図 1：二つの群れの相互作用 （http://www.timblackwell.com/より転載） 
ゲットグループとして現れている（逆もまたしかり）のが見てとれるだろう。このよう







 このようにして Swarm Music は、自ら音楽パターンを作り出し、さらに他の演奏者と
アンサンブルを組んで演奏することもできる。実際、Swarm Music はこれまでに、人間
の共演者とデュオやアンサンブルを組んで演奏活動を行っている。そしてそれらの演奏
は高い評価を得ている。一例を挙げれば、2003 年 2 月 26 日に、イギリスの Brunel 大学





Artificial Performer の可能性 





2. Swarm Music の「演奏観」 











































 ここで Swarm Music は結局、計算機上で演奏を実現しているのであり、それが計算
論的な演奏観に立たないというのは奇妙なことだ、という疑問があるかもしれない。確




と一言で言っても、計算主義的な AP と Swarm Music とでは、内容が異なっている。
計算主義的な AP であれば、演奏プロセスそのものである計算プロセスを実行する計算
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